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令和３年度第１回三沢市総合教育会議 

 

１ 開催日時 令和４年２月２日（水）１０:００～１１:００ 

２ 開催場所 三沢市役所大会議室 

３ 出席者 

⑴ 市長 小檜山 吉紀 

 

 ⑵ 教育委員 

    教育委員（教育長）     山内 康之 

    教育委員          立花 肇 

    教育委員          黒沢 のぞみ 

    教育委員          本江 宏 

教育委員          松森 まゆみ 

 

４ 事務局 

⑴ 総務部 

   総務部長          山﨑 徹 

    参事兼総務課長       田中 浩 

    総務課副参事兼課長補佐   岩織 香奈子 

    総務課人事管理係長     種市 真也 

⑵ 教育委員会事務局 

    教育部長          立崎 裕輔 

    参事兼教育総務課長     岡部 章典    

    教育総務課副参事兼課長補佐 今村 多美代 

    教育総務課長補佐兼施設係長 池田 修    

    学校教育課長        太田 浩之 

    学校教育課長補佐      江渡 勇 

      

    

 

５ 会議次第 

 ⑴ 開会 

⑵ 市長挨拶 

⑶ 議事：ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた取組みと進捗について 
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６ 会議の概要 

 

 【総務部長】  

お疲れさまです。本日の司会を務めます総務部長の山﨑でございます。 

ただいまから、令和３年度第 1回三沢市総合教育会議を開会いたします。 

本日の会議は、お手元の次第に沿って、進めさせていただきますので、よろしく

お願いいたします。 

 

はじめに、小檜山市長よりごあいさつ申し上げます。 

市長、よろしくお願いします。 

 

【小檜山市長挨拶】 

  皆様、改めましておはようございます。 

  会議の開催にあたり、一言ご挨拶申し上げます。 

本日は、大変お忙しい中、令和３年度第１回三沢市総合教育会議にご出席をいた

だきまして、誠にありがとうございます。 

また、委員の皆様には、平素より市政各般にわたり、多大なるご理解とご協力を

賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、平成２７年度から始まりました総合教育会議において、これまで様々な課

題について話し合って参りましたが、本日は、「ＧＩＧＡスクール構想の実現に向

けた取組みと進捗について」を議題としております。 

今後におきましても、未来を担う子供たちのために、市と教育委員会がこれまで

以上に連携し、効果的な教育行政の推進に取り組んで参りたいと考えておりますの

で、委員の皆様には引き続き、ご尽力を賜りますようお願い申し上げます。 

本日の案件につきましては、担当課から説明させますので、委員の皆様には、忌

憚のないご意見をいただき、活発な意見交換の場となりますようお願い申し上げま

して、ご挨拶といたします。 

 

【総務部長】 

ありがとうございました。 

それでは、三沢市総合教育会議設置要綱第４条第３項の規定に基づき、会議の議

長は市長が務めることとなっておりますので、小檜山市長に議事進行をお願いしま

す。 

  

【小檜山市長】  

しばしの間、議長を務めて参りますので、委員の皆様のご協力をよろしくお願い

します。 
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それでは、さっそく、議事に入りたいと思います。 

「ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた取組みと進捗について」を、議題といた

します。事務局からの説明をお願いします。 

  

【教育部長】 

おはようございます。 

   教育委員会事務局教育部長の立崎でございます。 

それでは、「ＧＩＧＡスクール構想」の実現に向けた取組みと進捗について、改

めておさらいの意味もこめまして、その背景と概要をご説明いたします。 

 

我が国の学校におけるＩＣＴ環境整備状況は、脆弱かつ地域間格差が大きい危機

的状況であり、学校の授業におけるデジタル機器の使用時間はＯＥＣＤ加盟国中最

下位と世界から後塵を拝し、学校外での子供のＩＣＴ利用は学習面ではＯＥＣＤ平

均以下の反面、学習外では平均以上となり、学習外でのＩＣＴ利用の比重が極端に

高いというアンバランスな現状が危惧されております。 

これを踏まえ、文部科学省ではＧＩＧＡスクール構想を打ち出し、学校における

一人１台端末と、高速大容量通信ネットワークの一体的整備により、全ての多様な

子供たちの資質・能力を公正に育成できる教育ＩＣＴ環境を実現すること、及びこ

れまでの我が国の教育実践と最先端のＩＣＴのベストミックスを図ることにより、

教師・児童生徒の力を最大限に引き出すための政策として推進しております。 

これを受けまして、令和元年度から昨年度にかけて、文部科学省補助事業による

学校通信ネットワーク整備と一人 1台端末整備等が全国一斉に進められ、当市教育

委員会におきましても、昨年度に整備を完了したところであります。 

その詳細につきましては、この後、三沢市小中学校のＩＣＴ環境整備の現状につ

いて、参事兼教育総務課長の岡部からご説明させていただき、そのあと引き続き、

三沢市小中学校におけるＩＣＴ利活用について、学校教育課長の太田からご説明を

させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

私からは以上でございます。 

 

【教育総務課長】 

   それでは、１の三沢市小中学校のＩＣＴ環境整備の現状について、私の方からご

説明いたします。資料の１ページをご覧ください。 

まず始めに(1)タブレット等の整備状況ですが、先ほど部長から説明がありまし

た、国が目指すＧＩＧＡスクール構想の実現に向け、当市も令和２年度に国の補助

金等を活用し、市内１２校ある小中学校に、校内無線ＬＡＮの整備、また、全生徒

及び教職員に対し学習用タブレットの整備と大型提示装置等の整備を完了してお

ります。 
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事業の内容ですが、大きく分けて２つの事業で整備を行っております。 

まず１つ目は、情報通信ネットワーク環境施設整備事業です。 

文部科学省の補助金であります公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備事業

費補助金を活用して、無線ＬＡＮの整備やアクセスポイントの設置、充電保管庫の

整備を行いました。 

整備率は１００％で、事業費は１億２，０１３万２，２４０円であり、このうち

補助金が５，７９８万９千円でありました。 

資料２ページをご覧ください。 

２つ目ですが、情報機器整備事業であります。 

   この事業は、学習用タブレットの購入や大型提示装置の整備などで、整備率は１

００％、事業費は１億９，４１８万５，４２０円で、整備内容としてはタブレット

３，３４５台、大型提示装置５８台、その他学習用コンピュータ等設定業務などを

行っております。 

   この事業では、２つの補助金等を活用し事業を行っております。 

１つは文部科学省の公立学校情報機器整備費補助金で、こちらはタブレット購入

に係る児童生徒数の３分の２の台数を補助するもので、小中学校合わせて９，２２

５万６千円の補助をいただいております。 

もう１つは、地方創生臨時交付金で、タブレット購入に係る残り台数３分の１の

購入費及び教職員用のタブレット購入費、大型提示装置、学習用コンピュータ等設

定業務など、総額で１億１００万円の交付金を活用しており、これら２つの補助金

等の総額は１億９，３２５万６千円でありました。 

よって、この２つの事業を合わせたＩＣＴ環境整備費の合計は、３億１，４３１

万７，６６０円で、このうち補助金等は２億５，１２４万５千円でありました。 

次に、⑵ＩＣＴ支援員の配備状況ですが、ＩＣＴ支援員はタブレット端末等のＩ

ＣＴ機器やソフトウエアを活用し、児童生徒の情報活用能力を育成することや、教

職員のＩＣＴ活用指導力等を向上させ、効果的な授業構成等に係る指導や助言を行

うために必要なもので、国は４校に１名程度を配備することを目標としております。

当市では、今年度業務委託により１名のＩＣＴ支援員を配備し、各学校から出され

る要望に対応しております。 

今後は、ますますＩＣＴ機器の重要性が増し、それに伴い使用頻度も増えること

が想定されることから、これに対応すべく、支援員の増員を検討して参りたいと考

えております。 

 

 【学校教育課長】 

   続きまして、２の三沢市小中学校におけるＩＣＴ利活用について、説明いたしま

す。お手元の資料の３ページをご覧ください。はじめに、(1)授業での活用につい

てです。 
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情報通信ネットワーク環境と児童生徒一人１台の学習用タブレット端末をはじ

めとする情報機器を、多額の費用をかけて令和２年度末までに整備していただき感

謝申し上げます。令和３年度は、市内全小中学校で、この整備された機器等を活用

して授業を行っています。そこで、各学校の授業で活用した主なものを表にまとめ

ましたので、そのうちのいくつかを紹介します。 

全教科共通のものでは「ロイロノートによる話合いや意見の共有」、「スライドシ

ョーによる発表活動」、「動画編集ソフトによる動画や発表資料の作成」などです。 

ロイロノートとは、授業中にネットワークを通して、先生と児童生徒、また児童

生徒同士が課題や思考した解決方法等を双方向で情報共有をしながら学習を行う

ためのアプリです。多くの教科でこのアプリを活用しています。 

社会では「地図アプリの活用」や学習したことのまとめとして「ロイロノートを

使った新聞づくり」、英語では、英単語を覚えるための「フラッシュカードの作成

とその活用」、「録画による発音や会話練習」、技術や家庭科では、「プログラミング

学習」、「見本となる動画の視聴」、図工や美術では、一人一人が作った「作品の鑑

賞」や完成に至るまでどのようにして作ったのか「作成過程の記録」、その他、教科

以外では、「生徒会・児童会（委員会）のお知らせ等の動画撮影」に活用したり、文

化祭や運動会等の行事の練習内容を撮影し、終わってからの振り返り活動に役立て

たりしています。また、中学校では、生徒の意見を聞くために、ロイロノートを使

ってアンケートをとったり、投票したりという活動や、小学校では、校外学習をし

たときの記録として写真を撮ったり、インタビューの記録として録画したりと様々

な活用が図られています。 

次に、各校の具体的な取組みの様子をまとめましたので、４ページをご覧くださ

い。 

最初の枠は、算数で円の面積がどのくらいになるか考えを交流する学習ですが、

まずは、自分の考えをワークシートに書き、それを写真に撮って送信し、多様な考

え方を紹介し合うことができました。 

次の枠は、体育の体づくり運動としてアスレチックコースを作り運動する学習で、

アスレチックの課題の説明を動画にとってその意図を相手に伝え、みんなで実施し

たものです。ただ運動するより、意図が伝わり意欲面での効果がありました。 

次の枠は、日本語指導教室で漢字の筆順を覚えたり、漢字の読みを学習したもの

です。こういう学習では、一人１台タブレット端末があるかないかで大きく変わっ

てきます。 

次の枠は、運動会のリレーの練習や体育の実技を記録したものです。このような

映像の記録をもとに話し合い、どのようにすれば更によい結果につながるかを工夫

しています。 

次の枠は、理科の植物を分類する学習で、一人一人が植物の特徴から仲間分けを

したものをロイロノートで送信し、他者の考えを共有しています。 
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次の枠は、数学の相似な図形の学習で、自分の解決方法を記入し、ロイロノート

で送信し、学級全員で考え方を共有しています。先生からは、高校入試の過去問題

を配布し、学習に取り入れたりと授業の幅が広がったとの声もいただきました。 

現在、このようにして各学校でタブレット端末を活用して授業を行っていますが、

授業で活用するに当たって先生方もかなり努力をしています。 

資料の６ページをご覧ください。(2)教員の研修状況等について説明します。 

教育委員会では、先生方が授業でタブレット端末を活用できるように令和３年度

は研修会を４回と各校の活用状況の情報交換をするためにｉＰａｄ 活用推進委員

会を２回開きました。 

まずは、６月３日にモデル校である第一中学校で「第１回ＩＣＴ環境整備モデル

校事業公開授業研修会」を開催し、市長にもお越しいただきました。理科の授業で

は、ロイロノートを使ったアンケート集計、実験の説明動画、ワークシートの提出、

画面共有機能による話合い等を行いました。参観した市内の先生方も実際の活用の

仕方を目にして、活用の幅を広げていました。 

続いて、８月５日に第三中学校で「三沢市小中学校タブレット端末活用研修会」

を開催し、市内の小・中学校の先生１名ずつを講師として、授業での活用に係る実

践発表を行いました。実際にタブレットを操作しながら発表を聞き、授業での活用

に対して理解を深めることができました。 

続いて、１１月９日に、同じくモデル校である上久保小学校で第２回ＩＣＴ環境

整備モデル校事業公開授業研修会を開催しました。ｉＰａｄ を使って国語の授業

を行いました。また、校内での活用事例紹介の他、授業で活用できる無料のアプリ

の紹介を行いました。 

その他、７月２８日に理科研修会を開催し、理科の授業に関する研修に加え、ｉ

Ｐａｄ 活用の実践発表も行いました。 

教育委員会が開催した研修会等のほかにも各学校で推進リーダーの先生方が中

心となり、放課後等を利用して日々研修に励み、ここまでの活用ができており、市

内の先生方には頭が下がる思いです。 

このようにして研修を続けて参りました。 

 

【教育総務課長】 

次に、３の今後の課題と方向性についてご説明いたします。資料７ページをご覧

ください。 

⑴のＩＣＴ機器の更新についてですが、先ほどタブレット等の整備状況でご説明

しましたが、ＩＣＴ機器の整備には多額の費用が必要となります。また、耐用年数

においてもタブレット等端末機器が４年、サーバー類で５年と短く、機器の更新費

用の確保や更新時期等が課題となっております。 

ＩＣＴ機器の初期整備については、国からの補助金等を活用し整備を行った結果、
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市が負担する費用はかなり抑えられたところでありますが、現在、文部科学省では

更新に係る補助制度はなく、予算の確保が非常に厳しい状況です。また、タブレッ

ト以外にパソコン室にある学習用パソコンが、整備から早い学校で７年が経過して

おり、こちらの更新も合わせて行わなければならない状況となっております。 

機器の確保においても、国が短期間で全国一斉に整備を求めたことから、更新時

期も同じタイミングとなり、さらに新型コロナウイルス感染拡大に伴う世界的な半

導体不足により、端末機器類が手に入りにくい状況となっております。 

これらの課題に対し当市では、今後のＩＣＴ機器を用いた教育の動向を踏まえ、

学習用パソコンとタブレットの一本化の検討や、機器の延命化等により、計画的な

機器の更新計画を立てていきます。 

また、文部科学省以外の補助金や交付金の活用を検討するとともに、機器更新に

係る新たな補助制度について機会をとらえ国に要望して参ります。 

さらに、タブレットの更新にあたっては、個人負担等についても状況に応じ可能

性を検討するとともに、費用負担の割合等も検討していく予定であります。 

 

【学校教育課長】 

  続きまして、資料の８ページをご覧ください。(2)オンライン学習の利活用につ

いて、説明いたします。 

今般の新型コロナウイルス感染症への対応の一つとしてのオンライン学習は、児

童生徒の安全を考慮し、感染拡大を防ぐことのできる点で大変有効であると考えま

す。しかし、実際に学校で行う授業を、児童生徒が家庭に居ながら進めることにつ

いては、各家庭のインターネット接続状況、インターネット接続に用いる端末や回

線の速度の違い、先生方が児童生徒の反応を確かめながら授業を進めることができ

ないなど、機器上の課題が見受けられます。 

生徒指導上の課題として、東京都町田市ではタブレット端末に関わるいじめ事案

がありました。この事案は、学校が配布したタブレット端末で悪口がメール送信さ

れ、メールを受けた小学校６年生の児童が遺書を残して自殺を図ったものです。三

沢市内の小中学校では、発達の段階に応じた情報モラル教育を行っていますが、タ

ブレット端末を持ち帰ることによって大人の目が届きづらくなることや、使用する

児童生徒の道徳性や人間性がより一層求められることを考えると、持ち帰るための

指導を今後も継続していく必要があると考えています。 

負担増加の課題として、令和３年８月２４日付け東奥日報には、オンライン学習

における児童生徒・保護者の負担が増えたとの記事が掲載されました。タブレット

端末を授業で活用するための方法を研修することに加えて、実際にオンラインで授

業をするとなると、児童生徒や保護者とともに教師の負担も大幅に増加することに

なります。 

三沢市教育委員会としては、オンライン学習のメリットは理解しつつも、機器的
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な観点、生徒指導的な観点、児童生徒・保護者・教職員の負担増加の観点から、導

入への慎重な検討が必要であると考えています。 

これらの状況を踏まえ、今年度は、タブレット端末をまずは学校の授業において

活用することを目標として、教職員、児童生徒が使用してきました。今後の方向で

すが、４年度は、中学校と小学校の高学年で持ち帰りの態勢を整え、少なくとも各

校１回は持ち帰りの実践をし、課題をまとめたいと考えています。そして、この課

題を踏まえ、教室における対面学習を基本としながらも、５年度には、非常時にタ

ブレット端末を使ったオンライン学習ができるように、準備を進めていきたいと考

えています。 

以上で、ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた取組みと進捗について、説明を終

わります。 

 

【小檜山市長】 

   ありがとうございました。ここで委員の皆様から何かご意見等があれば、お伺い

したいと思います。委員の皆様いかがでしょうか。 

  

 【本江委員】 

   説明、大変ありがとうございました。良くわかりました。子供たちにタブレット

が配布されると個人登録みたいになるわけですよね。そうすると、学年末とか学期

末とかに学級編成があったときに、卒業も含めてですね。個人のものであって個人

のものでないという感じがしますので、学級編成の際には、タブレットの配布をど

ういう風に考えていますか。 

 

【学校教育課長】 

   本江委員のおっしゃるとおり、タブレットは三沢市のものなのですが個人に貸与

していまして、個人が使う専用の機器となっております。令和３年度は児童生徒及

び教員にタブレット端末を一人に一台配布してＩＤを振って識別しております。今

年一年経つわけですが、在校生につきましては、使用していたタブレット端末をそ

のまま持ち上がって使用することになります。新入生につきましては、卒業生が使

っていたものを初期化して新たに一人一人にＩＤを振って使用することになりま

す。また、新入生だけでなく転入生もあるのですが、転入生につきましても同様に

余剰分を配布して使用します。４月にスムーズに移行して授業でこれまでと同様に

使用できるように、今年度のｉＰａｄ 活用推進委員会で移行の仕方を説明し、先

生方が各学校でＩＤの変更ができるようにしておりまして、準備を進めて参りたい

と考えているところです。 

   以上でございます。 
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【本江委員】 

  ありがとうございます。 

 【松森委員】 

   いろいろな説明をしていただきありがとうございます。家庭でスマートフォンや

タブレットを使用してゲームを行って課金をして高額請求になったりしているよ

うですけれども、三沢市でもそのような事例はありますか。 

 

【学校教育課長】 

   冒頭に部長から話がありましたように、学校におけるＩＣＴの活用よりも、家庭

におけるＩＣＴの活用がだいぶ子供たちに多くなっておりまして、家庭での使用が

先行しております。やはり家庭での使用となりますとゲーム等がたくさんございま

して、三沢市教育委員会ではゲームの課金で３件の高額請求があったと把握してお

ります。これは、小学生なのですが、結構額が大きくて数十万円の請求がありまし

た。それで親が驚いてしまいまして、どのようにすればよいか、ということがあり

ました。そこで、市の消費生活センターがアドバイスしまして請求を免れました。

間に入って交渉してくださったのですが、これは一度限りであって、同じ家庭で二

度目があるとその時は請求しますということになっております。ちなみに、その数

十万円というのは１件が７５万円、もう１件が６０万円、もう１件が５０万円とい

う高額請求になっております。 

   三沢市教育委員会としても、このような現状から小学生に情報モラル教育の一つ

として、指導とともにパンフレットを配布し、保護者にも啓発をしてきたところで

あります。今後もこれは時期を見ながら、例えば新入生が学校に入ったときとかを

使いながら、啓発して参りたいと考えております。 

   以上でございます。 

 

 【松森委員】 

   ありがとうございます。 

 

【黒沢委員】 

   現状や今後の課題などについて、丁寧にご説明いただきありがとうございました。

三沢市の中では情報モラル教育や、情報をどのように使いこなすのかリテラシーに

ついても学校内で勉強しているということの報告を受けております。実際、リテラ

シーやモラルが見につく前に機器を手にしているということが前提となっている

課題であるのかなと思いながら、こういった機器も今後のＳｏｃｉｅｔｙ５．０に

向けて進めていくという中では、その課題がありながらも、進めていくことに現場

の方々が難しい状況にあるのだなと思います。ただ、その中でも三沢市では整備が

１００％かなえられたということは大変すばらしいなと思っております。 
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説明の中で、例えば運動会のリレー映像の中で、実際に自分たちの姿を映像に収

めて振り返るという部分でも、これまでもきっとどちらかというと子供たちは他者

評価、ということで子供たちそれぞれの意見、アクティブラーニングも三沢市は大

変早いうちから授業に取り組まれておりましたので、その土台があって、今また新

たな道具を身に着けた子供たちがさらに活用できるのだろうなと思いながら、他者

評価だった部分がまた自己評価といった中で、子供たちが計画をして、実践をして、

振り返り、自己評価に至るといった具体的な一年間で少し伸びたな、成長したなと

いった部分、場面がありましたらお聞かせいただきたいと思います。 

 

【学校教育課長】 

   黒沢委員のおっしゃるとおり、情報端末を使うためには、やはりリテラシーの教

育が大事になってきます。情報リテラシーの部分は、先生方がかなり意識して使っ

ておりまして、授業で使っていきながら、文房具としての扱いと端末としての使い

方を指導して子供たちも伸びてきている状況です。でも、さすが小中学生は機器の

存在については慣れが早くて、どんどん使っています。 

   実際の授業の場面で伸びてきているところについてですが、運動会の場面につい

てお話ししていましたが、体育でバトンパスを練習するといったときに、どうやっ

たら早くできるのだろうかという話を子供たちがして、実践をします。それを記録

にとりまして、今度はそれを見ながら例えば４人なりのグループで話をして、こう

やったらもっと伸びるのではないかとか、同じ右手でパスをするよりも違う手でや

ったほうがいいかとか、そういったことを検討しながら、次はこういうのに挑戦し

てみようと。課題から次のやり方を見つけて実践し、それをまた記録して次のステ

ップと、このようなところで伸びているという部分がたくさんあります。 

   現在の子供たちの資質能力で必要なものとして、もちろん知識や技能等を暗記す

る部分も必要なのですが、こういうことをとおして他者とかかわりながら、いろい

ろなことを協議し、何をやったら伸びていくのだろうと、こういうことを社会に求

められていくので、タブレットを使いながら市内小中学生もどんどんそういう能力

を伸ばしている状況にあります。私たちもその辺を感じているところです。 

   以上でございます。 

  

【立花委員】 

   おそらく試行錯誤の中でいろいろな授業を進めていると思います。タブレット端

末を活用した授業はまもなく一年を迎えます。活用前と活用後で子供たちの変化と

いうのは見られるのでしょうか。お願いします。 

 

【学校教育課長】 

   活用前と活用後での子供たちの変容ですが、各学校ではすべての授業でタブレッ
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ト端末を使うのではなくて、活用したほうが効果があがると考えられる授業で活用

を図っております。ですので、例えば、一時間の授業で中学校であれば５０分ある

わけですが、５０分全てでタブレットを使うのではなくて、例えば最初は紙で、あ

るいは物をもってきて紹介しながらも、使った方がいい場面で１０分だけ使うとか、

そういう活用を図っております。それから、ある時間は全く使わずに、またある時

間は全て使う工夫をして授業を行っています。先ほど各学校の具体的な取組みで紹

介しましたように、タブレット端末を使う目的としまして、学習内容の定着を図る

ための繰り返し学習、主体的に学習に取り組むための興味付け、話し合い活動をと

おして思考力、判断力、表現力等を育成することが考えられますが、これらの観点

で言うと学習内容の定着を図るという点では、そう変化は見られないと私たちはと

らえております。むしろ定着を図る点ではノートに何度も書いたほうが定着するか

もしれません。一方で、主体的な学習という観点から見ますと、学習課題に対して

まずは自分の考えをもって、それをロイロノートで提出するということから自分の

考えをはっきり持つということが増えているように感じています。それで主体的な

学習がタブレットによってできているのかなと思っています。また、話し合い活動

から、思考力、判断力、表現力等を育成するという部分で見ますと、ロイロノート

を使ってグループで協議したり、学級全体に説明したりと思考力、判断力、表現力

を伸ばす学習がなされていて、このような変化はあるととらえております。 

   各先生方が学習指導要領の改訂の趣旨である、主体的、対話的で深い学びを実現

するためにタブレット端末の良さを生かした授業を実践して知識の定着だけでは

なくて思考力、判断力、表現力等の能力を伸ばすというところに変容が見られてい

ると捉えております。 

   以上でございます。 

 

【小檜山市長】 

   他に質問はありますか。質問が無いようですので、私から一つ聞いてみたいと思

いますが、文部科学省から打ち出されている「ＧＩＧＡスクール構想」であるわけ

ですが、そういう先生を育てる養成校、あるいは教育大学だとか、あるいはある大

学の教育学部だとか、その辺の浸透度、いきわたっているのか。いくらやれやれと

言っても教える人の数が足りなければ早く浸透していかないと思うのですが、わか

る範囲で教えてください。 

 

 【学校教育課長】 

   私たちもやはり実際に授業をする教員の努力というのはとても大事だと捉えて

おります。現在の先生方には教育委員会、県の学校教育センター等でもいろいろ研

修を行って伸ばしているのですが、新しく先生方になる教員養成の部分では教職を

とれる各大学等で、まずはＩＣＴ機器の活用の仕方を講義で学習していると捉えて
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います。それから教育実習に行きますと、現場で実際に使っているわけで、現場の

先生方が免許を取る先生方にタブレットの使用方法を見せたりして活用されてい

ます。 

また、教職員大学というのが、例えば県内ですと弘前大学がありますが、そこで

研究をしている先生方もおられまして、いったん現場に入った先生方がそこで研究

をするということもございます。ＩＣＴ機器だけではなくて、生徒指導の面とか

様々な分野の研究があるわけですが、そういった制度が用意されていて、実際に前

に進んだ研究がなされています。 

これから免許を取る学生たちは、使って当たり前の世界になっていまして、今後、

いかにして授業に使っていくのかを大学で学び、実際の実習で目にして育ってくる

ものと捉えております。 

以上でございます。 

 

 【小檜山市長】 

ありがとうございました。それではお諮りします。「ＧＩＧＡスクール構想の実

現に向けた取組みと進捗について」は、了承ということでよろしいでしょうか。ご

異議なしとのことですので「ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた取組みと進捗に

ついて」は了承とさせていただきます。 

本日の案件は終了となりますが、せっかくの機会でもありますので、その他、ご

発言、広い意味で教育関連のご意見を伺えればと思っております 

 

【立花委員】 

コロナで、今、特にオミクロン株が県内で感染が広まって他の市町村では学級閉

鎖、学校閉鎖というところもあるようで、非常に心配していますが、当然、当市も

今のところはクラスターが発生していないですが、しかし、いつクラスターが発生

してもおかしくないという状況です。先日定例会で感染状況のお話を聞いたところ、

感染者が出てもＰＴＡのほうからは苦情がほとんどなく、理解して、大きな騒ぎに

はなっていないということで、連携も含めて徹底しているのかなと感心していまし

た。これからどういう状況になるか、ここ数週間は非常に緊迫した状況が続くかと

思いますが、親御さんへも素晴らしい対応をしてくれているなと感心していました。

まずは一安心しているところです。 

 

【黒沢委員】 

   ＡＩにできないことは目的を見出すこと、とテレビか何かで聞いたことがありま

す。目的というのは、人間は社会性を持った生き物ですから、社会でどのように生

きていくか、よりよく生きていくためにどのような目的で、どういった方法で、と

いった結果、このような技術が高まったというようなことだと思います。目的を見
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出すためには、一番初めは、「私はあなたのことを知りたい。」「あなたはどうした

い。」「あなたはどう考えている。」「あなたは何をしたら楽しい気持ちになる。」と

いった部分が人々の幸せ、ということで目的として満たされると思います。 

日本人は人を思いやる力に長けているのですが、自分の意見を出すといったこと

は苦手としていて、そこにつながるのはきっと自己肯定感、「あなたはあなたでい

いんだよ」という部分が、もしかしたら弱いのかもしれません。 

三沢市のこれまでの学習結果を見ますと、どちらかというと深い学びの部分、Ｂ

問題に強いということは数年前から言われているので、三沢市の子供たちは深く考

える力に長けているのだと思います。ですので、先ほどの説明の中で、そこにまた

新たな道具を身に着けたときに、子供たちがますます活躍するのだろうなと、本当

に話だけ聞いていると先行きが不安、新たな技術の導入に不安も強くなるのですが、

子供たちがさらに強く羽ばたくチャンスなのかなということをわくわくしながら

聞いている自分もありました。そして、一人１台タブレットを手にする、やはり、

道具や教育はどちらかというと各家庭の力で左右される部分もあって、一人一人の

子供たちが持てる力を十分発揮できるかといったら、子供たちの力では叶えること

ができません。けれども、三沢市は１００％整備をしたということ、そして、学校

内において経験は平等であるということ。そういった中で、一人一人の子供たちが

持てる力を十分発揮できる土台はできたのかなと思います。その中でも実際に手を

使って取り組んだほうがいい場面があるというお話もありました。子供の姿をよく

観察されていて、そして、発達過程にある子供なので、その発達上に必要な方法と

いうのもあるわけで、新たなものに気持ちが集中するということもありますが、人

は人によって育てられるといった基本を忘れることなく、先生方が取り組んでいる

という姿も説明の中から拝見することができまして大変うれしく思っております。

コロナ禍で大変な状況ではありますが、本当に大変なことではありますが、チャン

スとして子供たちが羽ばたける機会として、また、少しわくわくしながら取り組ん

でいただければなと、ますます期待を高めているところです。今後もどうぞよろし

くお願いいたします。 

 

【本江委員】 

   大変ありがとうございました。私も黒沢委員と同じようなことなのですが、非常

に苦労しているだろうなと感じています。メリット、デメリット両方あるわけで、

聞いた話ですが、不登校の小学校の子供がタブレットを使っている学校の様子がテ

レビで流れて、それを見て学校に行きたくなったという話を聞きました。非常に大

きな効果だったなという気がします。最初からは普通教室に入れないけれど、特別

教室に入って、そしてだんだん良いほうへ向かっていったという話を聞いて、こう

いう効果もあり、いいなと思いました。 

   もう一つは、お願いになります。私は、学生時代は国語や算数は苦手で体育の時
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間になると自分の力を発揮するという人でしたが、それぞれの教科の特性を失わな

いでほしいということです。一つの形で全て攻めるのではなく、いろいろなやり方

で攻めることで非常に面白くなる。例えばオリンピックで選手はすぐに自分のスマ

ートフォンで撮って、すぐその場で見て研究します。授業でも同じようにすること

ができるということで、先ほどの説明にもありましたが、「自分もやれるぞ」「同じ

ようにできる」ということがますます意欲につながっておもしろくなる。「こうい

う絵だったら自分も書ける」「やってみたい」というようにそれぞれの教科の特性

を失わないように攻めてほしいと思っています。 

   以上でございます。 

 

【松森委員】 

世界の情勢や子供たちの未来も考えたり、それから新型コロナウイルスの影響も

ありますのでＩＣＴ機器を使った学習はとても有効であるということが説明の中

でわかりました。市長さんがおっしゃっていたように子供たちに良い学びを提供す

るには先生方の努力が不可欠になるのかなと思います。しかし、先生方や学校、自

治体の皆さんの負担も少し増えたのではないかと懸念しております。先生方の働き

方改革が見直されたところではありますが、ＩＣＴ機器の知識を身に着けたり、こ

れから持ち帰りの予定も組んでいると思うのですが、もし、子供同士のトラブルの

対応があるならば、実際のところ忙しくなるのではないかなと少し心配しておりま

す。これから社会を担っていく子供たちにとっては必要不可欠なタブレットでの学

習ではありますが、私はアナログな人間なので、チョークと黒板を使って指導を続

けてきて学力を上げてきた日本の教育もとても素晴らしいものだと思っています。

子供たちの筆圧も、少し心配していて、私が３０数年前小学校に入学する際にはＨ

Ｂの鉛筆を用意してくださいということで言われていましたが、私の子供が入学す

るときには２Ｂの鉛筆を準備してくださいというように変わっていました。太田課

長もおっしゃっていましたが、ＩＣＴ機器が有効な場面と黒板とチョークが有効な

場面と、ノートと鉛筆が有効な場面をバランスよくこれからも指導していただけた

らいいなと思いました。 

以上となります。 

 

【山内教育長】 

   おかげさまで教育長就任から４ヶ月が経ちました。この会は初めて参加させてい

ただいて非常に有意義な会だなと思っております。コロナ禍が続いて子供たちはも

とより、学校、そしてＰＴＡ、それから地域などの活動は本来の姿に戻るのは難し

い状況でありますけれども、諸課題を一つ一つ乗り越えて市の教育振興基本計画に

あります、「教育は人づくり、人の中で人になる」という基本理念を是非実現して

いきたいと考えております。特に本日の課題のスクール構想は文科省の肝入りで一
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人１台の端末配布、高速大容量通信ネットワークの一体的整備ということでありま

して、これを進めてきております。そして、また、もちろん三沢市の全面的な支援

によって全面的な整備がかなったというところであります。 

   このＧＩＧＡスクール構想で整備したＩＣＴ環境を土台にして、児童の学び方と

教師の働き方を変える。児童は主体的、対話的、深い学び、そして教師の働き方は

働き過ぎを是正、そういったことを変えるチャンスになるのではないかという投げ

かけでございます。これが、このＧＩＧＡスクール構想の本来の目的であるという

ことをまず念頭においていただければなと思います。 

ただ、今コロナ禍にあって、オンラインで活用ということに焦点が当てられてお

ります。確かに三沢市でも活用してという話は聞こえております。しかし、三沢市

といたしましては先ほどのお話の中にも出ておりました、町田市のようなことがあ

ってはせっかくの配備が無になってしまうということでもありますので、そこのと

ころの課題を一つ一つ解決しながら、本来の目的を忘れることなく普及させていく

ということに力を注いでいきたいと考えております。 

どうか今後とも各課、各機関と連携協力して、この流れを確実なものにして、そ

して効果あるものにしていきたいと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたします。 

以上でございます。 

【小檜山市長】 

本来の目的を忘れることなくという言葉を留めて、委員の皆様には引き続き三沢

市の教育のためにご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

議事進行にご協力いただきましてまことにありがとうございました。 

 

【総務部長】 

 以上をもちまして、第１回三沢市総合教育会議を閉会いたします。 

本日は、誠にありがとうございました。 


